
英語教育における生成AIの活用
〜授業準備からフィードバックまで〜
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「AIと共に学ぶ」とはどんな姿なのか、

実際のデモをご覧いただき、

活用につなげていただければ...。
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本日のゴール

● AIを活用した授業のイメージを膨らませる

● AIを活用した授業のデザインを考える

● AIを授業で活用することに、ワクワクが止まらなくなる
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本日の流れ

知って
おくべき
こと

何が
できる？

どうやって
使う？
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私の授業のゴールは

学習者が自分で上手に学べるようになること

です。
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生成AIは

学習者が自分で学ぶ力をつけること

に役立ってなんぼ
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Today’s Outline

1. 生成AI活用ガイドライン ...？

2. 髙木の授業環境について

3. 生成AIで教材作成（英文素材・音声）

4. 生成AIで自学支援（読解・和文英訳）

5. 生成AIで自由英作文添削

6. 活用に向けたディスカッション

7. おわりに
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生成AIって何ですか？

従来のAI 生成AI

決められた行為の自動化
データのパターンや関係を学習

新しいコンテンツを生成
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大規模言語モデルって何ですか？

むかしむかし … ？

海賊王に、 … ？

あきらめたらそこで … ？
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対話型生成AIって何ですか？

(文部科学省，2024)
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● 生成AIとは、文章、画像、プログラム等を生成できる AIモデルの総称。

既存情報を大量に深層学習し、それらを基に計算原理に従って有用性の

高い出力をすることが可能。

● 生成AIは入力された単語や文章に対して次に来る単語や文章を「統計的

にそれらしい応答」 として生成する。

● 意図した応答を得るためには、指示文（プロンプト）への理解と熟練が必

要。

生成AIって何ですか？

(文部科学省，2024)
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● 生成される応答にはハルシネーションが含まれる可能性がある

○ 回答を批判的に検証することが求められる

○ 対象分野の知識と自身の問題意識、真偽を判断する能力

● 最終的な判断は自分で行う

○ 人間中心の原則

生成AIって何ですか？

(文部科学省，2024)
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● AIに自我や人格はなく 、あくまで人間が発明した道具

● 透明性に関する懸念

○ データの学習メカニズム、学習データの作成方法、アルゴリズム

● 信頼性に関する懸念

○ 機密情報の漏洩、個人情報の不適切な利用、回答内容のバイアス

生成AIって何ですか？

(文部科学省，2024)
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● 文化庁（2024）によると、生成AIによって生成されたものが

○ 類似性  = 似ている

○ 依拠性  = 元にしている

がある場合、著作権の侵害となり得るので注意が必要

● 学校の授業の範囲内では使用可能（改正著作権法  第35条）

○ ただし、著作権者の利益を不当に害することとなる場合はダメ

○ SNSやウェブサイトへの掲載、外部コンテストへの提出などには著作権

者の許諾が必要

著作権について
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● 個人情報の取り扱い

○ 教育委員会の情報セキュリティポリシー や実施手順を遵守する

○ 児童生徒の氏名や写真等の個人情報を入力しない・させない

● あくまで手段であり、使うことが目的にはならないように

○ 「賢い付き合い方」を学び、指導する必要性

その他、気をつけるべきこと
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● アカウント作成についての規約に注意。

○ ChatGPT

■ 13歳以上〜18歳未満は保護者の同意が必要

（ただし、アカウント作成時に保護者同意を示す欄はない）

○ Microsoft CoPilot

■ 13歳以上。13〜18歳未満は一部機能制限あり。

○ Google Gemini

■ 年齢制限なし（ Google Workspace for Education）

生成AIって何ですか？
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プロンプトの作り方

● 役割：どんな役割という設定か

● 目的：何を目的（ゴール）にしているか

● 対象：何歳（何年生）を対象にしているか

● レベル：どれくらいのレベルを想定しているか

● 条件：必要な条件はあるか

● 例：アウトプットのイメージ

● タスク：各段階で行ってほしいこと、手順

…など
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プロンプトの作り方

こんなことが

やりたいなぁ...
「〇〇」を行うために、プロンプトを作りた
い。

このプロンプトを参考に、〇〇を ...するこ
とができるようにプロンプトを修正 して。

ただし、...（制約条件）。

例えば、...（具体例）。
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生成AIモデルの比較

多機能・拡張性

自然な会話

コード改善提案

自然な言語表現

倫理的な回答

丁寧な説明

マルチモーダル◎

データ分析

Google Workspace
との連携

ChatGPT Claude Gemini
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英語Ⅰ

週 2

英語Ⅱ

週 3

英語Ⅲ

週 1

自作プリント New Treasure Phonics
Workbook

中 2（1 クラス  38 - 46 名 × 5） 1 人 1 台 Chromebook

授業環境

英語GC

週 1

Native 
Speaker
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01 02 03

受験ニーズが高い
大きなクラスサイズで
の発音改善・英文添削

紙＋講義型授業
への慣れ

ICT と AI の導入によって、

学習者の個別の課題への対応を目指す

授業環境
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髙木の立場

● AI は労力的に諦めていたことを実現するパートナー

○ 学習を拡張・変容・再定義 させる手段

○ 魔法のように課題が解決するほどシンプルではない

● 学習には適切なインストラクション が必要

○ 導入するだけでは伸びない
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適切なインストラクション？

● 目的：何が目的なのか

● 方法：具体的にどうやれば効果的 なのか

（+ どうやってしまうと効果が見込めないのか）

● 達成基準：どうすれば達成できているとわかるか

つまり、学び方のスキルを理解できるように



©2025 Nikkori Takagi All Rights Reserved.

効果的な学習にはエンゲージメントが必要

モチベーション 学び方のスキルエンゲージメント

(Mercer & Dörnyei, 2020)
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生成AIの学習における活用

集団 個別

教師

学習者

自律的学習

Self-directed Learning

AI支援型の協働学習

AI-supported 
Collaborative Learning

学習の個別化

Personalized Learning

差別化した指導

Differentiated Instruction
今日は
ここ！

今日は
ここ！
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差別化した指導  Differentiated Instruction？

学習者の学習ニーズに対応するために、指導・カリキュラム・評価・

学習環境の様々な側面を考慮して調整する こと

コンテンツ プロセス 成果物 情意

レディネス 興味関心 学習特性

教師

学習者

(Tomlinson & Imbeau, 2014)
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差別化した指導  Differentiated Instruction？

学習者の学習ニーズに対応するために、指導・カリキュラム・評価・

学習環境の様々な側面を考慮して調整する こと

英文の
ニュース記事

簡易版の作成 音声の作成
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差別化した指導（ Differentiaton)についてはこちらを
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これが何を意味するか

エンゲージメント向上（廣森・小金丸，2024）の観点から

● 学習者が教材に自己関連性を感じられるとEGが高まる。

● 学習者にとって適切な難易度の教材 を用意することができる。

● 教科書の表現を使いながら 、学習者が興味関心を抱ける素材に書き換え

て教材を作成できる

● 地域発信コンテンツの作成 と、それを活用した地域の魅力を発信する言

語活動が可能になる
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生成AIを活用した自学支援

リスニング → 語彙指導 
→ リスニング → 読解 → 

解説 → 音読

数日間にわたって、

指定の手順に則り

精読 → 音読 → 英訳

を少しずつ進めていく

音読回数の記録、英作

文練習の復習ノートを提

出

授業 復習生徒1

2

音読 → リテリング 
→ アウトプット活動

英文読解の解説おじさん

ELSA for Schools
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授業で使用しているプリント

1. 概要リスニング

2. 語彙指導

3. 再度リスニング

4. 読解

5. 生徒同士で相談

6. 答えの確認
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授業で使用している音読用プリント

参考：KHシステム

7. 音読と解説

8. 全体で音読

9. 個別に音読

10. スライドでリテリン

グ

11. トピックについて

エッセイ

https://www.kh-system.com/View/book/booklist.php
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復習ノート

● 音読回数の記録

● 和文英訳

● 語彙・表現の復習

● コメント
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生成AIを活用した和文英訳

与えられた和文を読み込む

和文を英語にしやすい和文に書き換える（和文和訳）

書き換えた和文を英訳する（和文英訳）

書いた英語が正しいかを確認する

正しく書き直す

1

2

3

4

5
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授業デザインの観点から

AIの特性を理解した上で、現在の授業（学習）のどの部分であれば...

● AIによって代替可能か

● AIの特性を活かした上で、活動を発展させられるか

● 人力では難しいが、AIがあればやりたいことが実現 できるか

を、考えてみましょう！
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Google フォーム  & 生成AI を使った添削の流れ（中２）

Writingの授業にて

プリントに手書きで

自由英作文を書く

Google フォーム

に入力する

入力時に推敲する

各自 ChatGPT で
文法・語彙の

エラーを直す

頻出エラーを学習し

各自で書き直し or 
別のトピックで書く

修正前の提出データか

らエラーを分析

授業で書く 入力 各自添削

分析振り返り

Google フォーム  で
修正前・修正後を

両方提出

提出

生徒

生徒

生徒 生徒

生徒教師

構成メモ作り
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生成AIを活用した自由英作文添削

● ChatGPTは自動採点や評価に利用可能

(Mizumoto and Eguchi, 2023)

● 英文の文法修正においても性能が高い

(Mizumoto et al., 2024)
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Essay Writing Coach
for J2 Students 

#役割
あなたは、CEFRのA1〜A2レベルの学習者を対象とした
英語教師です。あなたの英語は常に A1〜A2レベルに収
まっています。 また、外国語学習者が直面する困難を理
解し、学習を続けられるよう励ます経験豊富なコーチで
もあります 。

#目標
あなたの目標は、以下の 3つの方法で生徒がより良い英
語の書き手になるのをサポートすることです：

● 最も重要な誤りを特定するよう導く
● 自分自身で訂正できるよう支援する
● 必要に応じて詳細な説明を提供する

役割

目標

生成AIを活用した自由英作文添削①

柳瀬陽介先生（京都大）作成の
プロンプトを元に髙木がアレンジ
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Essay Writing Coach
for J2 Students 

#タスク
次の手順を一つずつ実行してください。

ステップ1：生徒の英文を読み、次の形式でエラーをマー
クして表示してください：

---marked text---
［生徒の英文を表示し、誤りの直前に（ 1）、（2）などの番号
タグを太字で付けてマークする］
---end of marked text---

以下の基準に基づいて、最も重要な 10個のエラーを特
定し、優先順位をつけてください ：

● 意味の伝わりやすさへの影響
● 出現頻度
● A1〜A2レベルにおける重要性

手順

生成AIを活用した自由英作文添削②
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Essay Writing Coach
for J2 Students 

ステップ2：
トップ10の各エラーについて、生徒が自力で正しい形を導き出
せるように、日本語でヒントとなる質問を作成してください。 たと
えば：

● 動詞の時制 : 「この出来事は今のこと？過去のこと？未来のこと？」  
● 動詞の形  (3単現, 不定詞/動名詞): 「主語はhe / she / itですか？ I / you / 

theyですか？」  
● 冠詞: 「これは1つのものですか？それともたくさんのものですか？」  
● 単複数: 「これは1つ？2つ以上？  's'をつける必要がありますか？」  
● 前置詞: 「この前置詞は場所？時間？どちらを表したいですか？」  
● 語順: 「英語は主語→動詞→目的語の順番です。あなたの文はこの順番

になっていますか？」  
● 語彙選択 : 「この単語は言いたい意味にぴったりですか？もっと簡単な単

語で言えますか？」  
● 代名詞: 「この代名詞は前に出てきた人や物と同じですか？」  
● 接続詞: 「あなたは理由を言いたい？それとも対比を言いたい？」  
● スペリング : 「辞書や教科書のつづりと同じですか？」

手順

生成AIを活用した自由英作文添削③
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Essay Writing Coach
for J2 Students 

ステップ3：
生徒がアカデミック英語の書き手として成長するための短
いフィードバックメッセージを日本語で書いてください。

その際には、生徒の達成したことに注目し、小さく達成
可能な次の一歩を示す ようにしてください。

ステップ4：
生徒に以下のオプションを伝えてください：
「全ての修正案と説明を見たい場合は  "答え" と入力し
てください。
特定のエラーについてのみ説明が必要な場合は、エ
ラーの番号を入力してください。 」

手順

生成AIを活用した自由英作文添削④
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Essay Writing Coach
for J2 Students 

#生徒からのリクエストへの対応
生徒が「Show me the answers」と書いた場合は、すべ
ての修正と説明を以下の形式で提示してください

Original | Correction | Explanation
[エラー] | [訂正文] | [詳細な説明 ]

生徒が「Help me with number X」（Xはステップ1でつけ
た番号）と書いた場合は、その番号に対応するエラーの
訂正と日本語での説明を提示してください。

生徒がこれらのフレーズのいずれかを使うまでは、ステッ
プ1〜3のみを続けてください。

対応

生成AIを活用した自由英作文添削⑤
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練習用トピック  & エッセイ自動評価 GPTs

練習用トピック

添削と評価

相談

フィードバッ
ク

生徒 教師

＋ ルーブリック
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エッセイ自動評価 Gemsを活用した試験の採点

評価

スクショ
採点

教師

採点ナビ

（デジタル採点）

採点

モデレーション

＋ ルーブリック ルーブリックで採点
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エッセイ自動評価 Gemsを活用した試験の採点

生徒

Essay Writing Coach
for J2 Students 

確認

フィードバッ
ク

教師

質問

返却
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エッセイ自動評価 Gemsを活用した試験の採点

● Geminiの画像認識の精度は衝撃的

● 採点のパートナーがいる安心感

● 髙木が疲れても、Geminiは疲れない

（評価の一貫性）

● 読み込んだエッセイからのエラー分析が

簡単
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エラー分析：指導と評価の一体化？

教師 学習者

feedback

feedback

何を知っていて、何を理解していて、どこで間違え、何を誤解しているか

何を目指していて、どれくらいできていて、次に何をすべきか
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エラー分析：指導と評価の一体化？

教師 学習者

feedback

feedback

エラー分析：学習者の間違いや誤解を分析

授業のplanning：どうすれば間違えや誤解を乗り越えられるか
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Google ドキュメント  & ChatGPT を使った添削の流れ（高３）

Writingの授業で

自由英作文を書く

（プリントに手書き）

Google ドキュメント

に入力する

各自ChatGPTで
文法・語彙の

エラーを直す

フィードバックを受け

各自で書き直し or 
別のトピックで書く

担当教員が

論理面を添削

授業で書く 入力 一次添削

二次添削振り返り

添削希望者が

Google Classroom
で担当教員に提出

提出

生徒

生徒

生徒 生徒

生徒教師

構成メモ作り
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添削のループが高速化

生徒 教師

文法・語法

論理展開書き直し
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大学入試は手書きのため、書き直しがしづらい状況で時間内に書

き切るトレーニングを意識的に行う 必要がある。

大学入試は手書き

スペリングや文法のミスに自分で気がつけるようになる必要があ

る。まずは自分の目でチェック →ChatGPTを使うように指導が必

要。AIからの提案を盲目的に信じない 。

自己添削力の必要性

ただし、もちろん  Challenges もあります ...
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教師には「整った」英文が届くため、生徒の実力が見えにくい。修

正前と修正後の両方を提出 すると分かりやすくなる。

実力が見えにくい

ただし、もちろん  Challenges もあります ...

教師がAIからの提案を鵜呑みにしないように伝えても、特に低学

年の自学では無批判に受け入れてしまう傾向 がある。

鵜呑みにさせない
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生成AIは必ずしもCEFRのレベルを正確に反映しているわけでは

ない（Mizumoto, 2025）。データベースを活用する？

修正提案のレベル

ただし、もちろん  Challenges もあります ...

AIだけでは精細な論理の飛躍を指摘できない。

日本語（英語）で構成メモを作成  → 話し合いが有効。

論理を教えるのは難しい
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● AIが得意なこと

○ ルールやパターンに基づきやすい領域

■ 文法ミス、スペルミス、直訳表現、冗長な繰り返し、トーン

の切り替え

● AIには難しいこと

○ 文脈理解・論理構成に依存する領域

■ 論理の一貫性、具体性の不足、読者の知識レベルへの配

慮、文化的な適切さや文体選択への配慮

→ （少なくとも現時点で） AI単体で添削を完結させることは難しい

質的なエラーへの対応

ただし、もちろん  Challenges もあります ...
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Today’s Outline

1. 生成AI活用ガイドライン...？

2. 髙木の授業環境について

3. 生成AIで教材作成（英文素材・音声）

4. 生成AIで自学支援（読解・和文英訳）

5. 生成AIで自由英作文添削

6. 活用に向けたディスカッション

7. おわりに
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1. AIに英作文のフィードバックをさせるとき、教師はどう関わるべきか？

2. AIのフィードバックを鵜呑みにせず、批判的に活用できる生徒を育てるには？

3. AIが提示するフィードバックを生徒にどう「活かさせる」か？

4. AIを使った英語ライティングのフィードバックは、どこまで教師に代われるか？

5. AIの添削を活用する場合、教師はどんな「価値あるコメント」を付けられるか？

6. ペアワークやグループワークにAIを組み合わせるには？

7. スピーキング評価におけるAI活用の可能性と課題は？

8. 教師・AI・学習者の三者がどのように役割分担するのが理想的？

みなさんで話し合ってみましょう！
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Today’s Outline

1. 生成AI活用ガイドライン...？

2. 髙木の授業環境について

3. 生成AIで教材作成（英文素材・音声）

4. 生成AIで自学支援（読解・和文英訳）

5. 生成AIで自由英作文添削

6. 活用に向けたディスカッション

7. おわりに
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復習：生成AIの学習における活用

集団 個別

教師

学習者

自律的学習

Self-directed Learning

AI支援型の協働学習

AI-supported 
Collaborative Learning

学習の個別化

Personalized Learning

差別化した指導

Differentiated Instruction
今日は
ここ！

今日は
ここ！
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AIを効果的に織り込むために

❏ 目的を伝えること

❏ 授業の中で使って見せること

❏ やり方を何度も伝えること

❏ 効果を実感できる仕組みを作ること
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手段としてのAI

手段

目的

手段 手段 AI

目的に合わせた
プロンプト

授業デザイン
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英語力が伸びるのはどっち？
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生身の英語力＋サイボーグ的英語力（柳瀬 , 2023）

サイボーグ的英語力 生身の英語力

そもそも
何のために？
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生成AIによる最も大きな変化は？

学習者がその気になれば

「自分で」学べるようになったこと

そのために必要な力はどんな力？

教師にできることは何でしょう？
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AIによるディストピア  vs ユートピア（Harding, 2025）

受験ニーズが高い

● 画一的で質の低いテスト

● 学習・教育との断絶

● 不透明な採点システム

● 受験者データの販売

● 価値観と倫理的意図の欠如

ディストピア的ビジョン ユートピア的ビジョン

● 学習指導に組み込まれた評価

● 学習との接続

● 地域性・包摂性・多様性

● 理念に基づいた豊かな構成概念

● 透明で説明可能な採点

● 正義への深い配慮

倫理的な枠組み、社会的な公平性、人間の判断と責任 にかかっている
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おすすめ！英語教員のための ChatGPTプロンプト集

何が
できる？

どうやって
やる？

https://sites.google.com/office-shunsuke.com/prompts-for-english-teachers/
https://sites.google.com/office-shunsuke.com/prompts-for-english-teachers/
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Thank you!
s.takagi@seiko.ac.jp




